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第 4 章では、第 2 章と第 3 章で示した回路的なアプローチとは別に、方式的アプローチによって、低電圧キャッシュ
を高速・低電力化できるビット線分離型メモリ階層方式を提案した。さらに本章では、キャッシュは SOC の低電力
化に有効であることを示し、小面積で高ヒット率が得られるビット線分離型ユニファイドキャッシュを提案した。
第 5 章では、 DRAM 回路が混載された低電圧 SOC における「回路特性不一致」の課題に対する解決策として、
それぞれの回路を構成する MOS トランジスタの動作領域を一致させる手法を検討し、 DRAM センス系回路のよう
なアナログ回路でも、ロジック回路の電源電圧および温度特性と類似した特性をもたせることが可能であることを実
証した。








システムオンチップ (SOC) は、数種の回路が複合した構造を持つ大規模集積回路 (LS1)である。今日、 SOC
は、システムの要求する「機能J、「性能」、「価格」を同時に満たすシステムソリューションを、ネットワーク市場や
携帯電話市場等の競争が激化する市場において短時間に提示するために必要不可欠なデバイスとなっている。本論文











(3) 方式的なアプローチによる低電圧 SRAM 回路の高速・低電力化として、ピット線分離型メモリ階層方式を提案
し、 lV の電源電圧で周波数100MHz、消費電力10mW で動作するキャッシュを開発している。さらに、上記メ
モリ階層方式を用いて、キャッシュを用いて SOC の低電力化を可能とする新しいキャッシュ構造(ビット線分
離型ユニファイドキャッシュ)を提案している。
(4) 多種多様の回路要素が集積化される SOC では「低電圧化に伴う回路特性不整合」の課題は深刻であるが、それ




100mV 以上の電源ノイズがある環境で約 7mm 離れた発振器を、 97ps のジッタと 37ps のスキューで同期発振
可能な同期分散発振器を開発している o
以上のように、本論文は、低電圧 SOC の高速・低電力化に付随する様々な問題点を解決する方法を提示しており、
半導体集積回路の高性能化に関わる多くの知見をもたらし、今後の集積回路の高速化・低消費電力化に向けた有益な
情報を提供するもので、半導体工学・電子工学の発展に貢献するところが大き L、。よって、本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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